
 
令和４年度「仙台の自然」を活用した指導事例：地学分野 

６学年 単元名 ［ 変わり続ける大地  ］          〇教科書   P.120～P.131 

                               〇仙台の自然  P.36～P.39 

【ねらい】 

地震による大地の変化について調べ，調査結果などを互いに伝え合いながら考察し，まとめる

ことができる。 

主な学習活動 

〇発問 C予想される児童の反応 
・指導上の留意点 

１ 最近の地震について触れ，問題を見いだす。 

○地震によって，どのようなことが起きるでしょ

うか。 

C：地震が起きると，大きな揺れで様々な被害が

発生する。 

 

 

２ 教科書や「仙台の自然」の地震の写真を基に， 

大地の変化の様子を捉え，発表させる。 

C：地面が大きくずれる。 

C：山が崩れていて，前の様子とは全然違う。 

C：桟橋が海の中に沈んでいる。 

C：逆に地震の前は海だったところが持ち上げら

れ，陸地になっている。 

 

３ 調べて分かったことをまとめる。 

○地震による大地の変化について調べたことか

ら，どのようなことがいえるでしょうか。 

C：断層が地表に現れると，地面がずれたり地割

れが生じたりして，大地の様子が変わる。 

C：山や崖が崩れる。 

C：大地が横や上下にずれる。 

C：陸地が沈んだり，海底が持ち上がったりする。 

 

４ 教科書P.123の「理科の広場」，「仙台の自然」 

P.36~P.38を読み，地震についての知識を広げる。 

○地震が起きたとき，どのような情報を知らせて

いますか。 

C：緊急地震速報を見たことがある。 

C：各地の震度や震源が出ていた。 

C：津波についても注意している。 

 

 

・地震により私達の暮らしに及ぼす影響につ

いて話題に出し，大地の変化に着目して調

べることを知らせる。 

 

 

 

・大地のずれを「断層」ということ，断層が

生じることで地震が起きることを教える。 

・「仙台の自然」p.38を読み，液状化現象や

津波が起きるしくみについて確認する。 

 

 

 

 

・地震が起きると，短い時間で大地の様子が

大きく変わることを確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

・震源やマグニチュード，震度について確認

する。 

・「仙台の自然」P.36～P.37を読み，2011年

東北地方太平洋沖地震と 1978 年宮城県沖

地震の震度やマグニチュード，地震による

被害を確認する。 

・「仙台の自然」P.39の津波による被害を読

み，次時の災害への備えについての学習に

つなげる。 

 

 

地震によって，大地の様子はどのように変化するのだろうか。 


